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亜硝酸リチウムとは

3

 

Lithium Nitrite ； LiNO2

・亜硝酸イオン、リチウムイオンを含有する水溶液

・原材料は「天然ガス」と「リシア輝石」

・濃度は40％（限界濃度）

・亜硝酸イオンによる鉄筋腐食抑制効果
・リチウムイオンによるASR膨張抑制効果
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亜硝酸イオン（NO2
-）による不動態被膜再生メカニズム

鉄筋周囲に亜硝酸イオン
（NO2

-）が供給されると･･･

亜硝酸イオン（ NO2
-）

が不動態皮膜を再生する

不動態皮膜が破壊され，
鉄筋が腐食している状態

・亜硝酸イオンの存在により、鉄筋の腐食を抑制することができる

・あとは、鉄筋位置に亜硝酸イオンを供給する手段を考えればよい！

⇒ 亜硝酸リチウムを用いた各種補修工法

亜硝酸リチウムの効果（亜硝酸イオン）
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リチウムイオン（Li＋）によるアルカリシリカゲルの非膨張化

・リチウムイオンの存在により、アルカリシリカゲルが非膨張化する

・あとは、ゲルにリチウムイオンを供給する手段を考えればよい！

⇒ 亜硝酸リチウムを用いた各種補修工法

亜硝酸リチウムの効果（リチウムイオン）
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亜硝酸リチウム併用型ひび割れ注入工法
『リハビリシリンダー工法』
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①自動低圧注入器をひび割れに沿って設置する
②亜硝酸リチウム水溶液を先行注入する ⇒ 鉄筋防錆
③超微粒子セメント系注入材を本注入 ⇒ ひび割れ閉塞、劣化因子遮断

期待できる性能、効果
基本性能 ： 『ひび割れ注入材による劣化因子の遮断』
付加価値 ： 『亜硝酸イオンによる鉄筋腐食の抑制』

亜硝酸リチウム併用型ひび割れ注入工法

【リハビリシリンダー工法】 （NETIS掲載終了）
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【リハビリシリンダー工法の施工状況】

亜硝酸リチウム併用型ひび割れ注入工法
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亜硝酸リチウム併用型表面含浸工法

『プロコンガードシステムS』 NETIS：CG-190024-A



10

①コンクリート表面を下地処理する
②浸透拡散型亜硝酸リチウムを塗布し、内部へ含浸させる ⇒ 鉄筋防錆
③シラン・シロキサン系含浸材を塗布し、撥水層を形成する ⇒ 劣化因子の遮断

期待できる性能、効果
基本性能 ： 『シラン・シロキサン系含浸材による劣化因子の遮断』
付加価値 ： 『亜硝酸イオンによる鉄筋腐食の抑制』

亜硝酸リチウム併用型表面含浸工法

【プロコンガードシステムS】 NETIS：CG-190024-A
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亜硝酸リチウム併用型表面含浸工法

【プロコンガードシステムSの施工状況】
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亜硝酸リチウム併用型断面修復工法
『リハビリ断面修復工法』

NETIS：CG-220003-A 
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亜硝酸リチウム併用型断面修復工法

【リハビリ断面修復工法】 NETIS：CG-220003-A

①はつり深さは鉄筋を半分程度露出させる程度まで
②露出した鉄筋表面をケレンした後、亜硝酸リチウムを塗布する ⇒ 鉄筋防錆
③亜硝酸リチウム含有ポリマーセメントモルタルにて、鉄筋を10㎜覆う厚さまで
断面を修復する ⇒ 鉄筋防錆
このときの亜硝酸リチウム混入量は137.5kg/m3（固形分で55kg/m3）

④残りの表層部分をポリマーセメントモルタルにて埋め戻す
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【リハビリ断面修復工法の施工状況】

亜硝酸リチウム併用型断面修復工法
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簡易型亜硝酸リチウム内部圧入工法
『リハビリカプセル工法』
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①コンクリートにφ10mm、L=100mm程度の削孔を500mmの間隔で行う
②カプセル式圧入装置にて亜硝酸リチウムを鉄筋周囲に内部圧入する

⇒ 不動態皮膜の早急かつ確実な再生

期待できる性能、効果
基本性能 ： 『亜硝酸イオンによる鉄筋腐食の根本的抑制』

簡易型亜硝酸リチウム内部圧入工法

【リハビリカプセル工法】 （NETIS掲載終了）
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床版橋への圧入 橋脚への圧入

圧入孔の削孔 コンプレッサ

リハビリカプセル工法の施工状況
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亜硝酸リチウム内部圧入工法
『リハビリ圧入工法』
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期待できる性能、効果
基本性能 ： 『リチウムイオンによるアルカリシリカゲルの非膨張化』

①コンクリートにφ20mmの削孔を750mm間隔で行う
②圧入装置にて亜硝酸リチウムを部材全体に内部圧入する

⇒ アルカリシリカゲルの非膨張化

亜硝酸リチウム内部圧入工法

【リハビリ圧入工法】
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橋脚への圧入 橋台への圧入

圧入孔の削孔 圧入装置

リハビリ圧入工法の施工状況



劣化機構と維持管理シナリオに応じた補修工法選定
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【塩害・中性化補修の場合】

           （潜伏期）     （進展期） （加速期前期・加速期後期）

亜硝酸リチウム併用工法
リハビリシリンダー工法
プロコンガードシステムS
リハビリ被覆工法
リハビリ断面修復工法

鉄筋腐食抑制を
考慮した予防保全

亜硝酸リチウム併用工法
プロコンガードシステムS

亜硝酸リチウム併用工法
リハビリカプセル工法

または
電気防食工法
全断面修復工法



ご清聴ありがとうございました
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